
所管課による評価①

１．基本事項

２．事業実績
H26 H27 H26 H27

　　　１　末長こども文化センター
　　　　①年間延べ利用者数 44,593人 44,633人 457団体 422団体
　　　２　末長小学校わくわくプラザ
　　　　①登録者数 542人 562人 27,272人 29,811人
　　　３　新作小学校わくわくプラザ
　　　　①登録者数 254人 252人 13,717人 13,076人
　　　３　橘小学校わくわくプラザ
　　　　①登録者数 374人 376人 19,031人 23,018人

　　　１　子母口こども文化センター
　　　　①年間延べ利用者数 36,157人 35,730人 474団体 454団体
　　　２　久末小学校わくわくプラザ
　　　　①登録者数 355人 363人 20,350人 23,719人
　　　３　子母口小学校わくわくプラザ
　　　　①登録者数 389人 394人 23,982人 21,483人

　　　１　梶ヶ谷こども文化センター
　　　　①年間延べ利用者数 27,415人 27,733人 352団体 307団体
　　　２　久末小学校わくわくプラザ
　　　　①登録者数 328人 381人 15,729人 21,536人
　　　３　西梶ヶ谷小学校わくわくプラザ
　　　　①登録者数 284人 306人 16,509人 19,551人

単位：円
　　　１　収入
　　　　指定管理料 174,835,318

　　　２　支出
　　　　人件費 153,795,790
　　　　管理費 11,791,335
　　　　事務経費 9,443,327
　　　　その他経費 4,698,114
　　　　　　　合計 179,728,566
　　　３　差引 -4,893,248

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

適切な金銭管
理・会計手続 5 3 3

指定管理者制度活用事業　評価シート

施設名称 高津区第３グループ（末長・子母口・梶ヶ谷） 評価対象年度 平成２７年度

事業者名
・事業者名　公益財団法人かわさき市民活動センター
・代表者名　理事長　小倉　敬子
・住所　　　　川崎市中原区新丸子東３丁目１１００番地１２

評価者 青少年支援室長

指定期間 　平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 所管課 こども未来局青少年支援室

利用実績

収支実績

サービス向上の取組
　運営協議会、保護者懇談会、子ども運営会議、日常的な利用者とのコミュニケーション等により、利用者ニーズを把握し、活動や運
営に反映。事業者のスケールメリットを活かした全館行事、区行事やグループ行事など地域を超えた児童の健全育成、交流の場づくり
を実施。

②年間延べ利用団体数

②年間延べ利用者数

②年間延べ利用者数

②年間延べ利用者数

②年間延べ利用団体数

②年間延べ利用者数

②年間延べ利用者数

②年間延べ利用団体数

②年間延べ利用者数

②年間延べ利用者数

着眼点

事
業
の
推
進

事業推進

及び

事業成果

順調に事業の推進が図られているか

10

（評価の理由）　末長こども文化センターでは、管轄する3校のわくわくプラザで、年度の登録の際、保護者とお子さんについて情報共有を図る時間を設け、わくわくプラ
ザごとにわかりやすい「わくわくプラザ利用についてのお知らせ」を配布しており、平成27年度は、安心してお子さんを預けられるよう、災害伝言ダイヤルについてのお知
らせも配布し、保護者のより一層の理解と協力が得られている。また、末長小学校わくわくプラザでは、学校の授業参観時に、自由利用も含め利用者が３００名ほどに
なったが、体育館を借りてわくわくプラザ運営し、引き渡しについても、保護者受付簿を作成して、安全かつ適切に児童を受け入れている。

3 6
事業計画に基づき、こども文化センター事業とわくわくプラザ事業を着実に実施したか

こども文化センターの利用者数に増加傾向が見られるか

わくわくプラザにおいて、適切に児童を受け入れているか

収
支
計
画
・
実
績

適切な会計処理及び金銭管理をしているか

効率的・効果的
な支出

計画に基づき適切な支出をしているか

5

（評価の理由）会計処理・金銭処理については適正に行われている。受託２０グループ５３施設を管理している運営法人のスケールメリットを活かし、一元的な臨時職員
の雇用・管理、警備等業務委託の一括契約、消耗品や備品の一括購入等の取り組みによる経費削減を図った。また、登録ボランティアの講師起用等の取組による経費
削減も図っている。

3 3
効率的な執行等、経費縮減に具体的に取組んでいるか

サービスの水準を確保しているか

支出に見合う効果が得られているか



施設・事業の広報 5 4 4

運営協議会の実
施 5 3 3

保護者懇談会の
実施 5 3 3

学校及び行政機
関との連携 10 4 8

利用者ニーズ 10 4 8

職員の研修体制 10 4 8

個人情報等の取
扱 5 3 3

施設・設備の保
守管理 5 3 3

４．総合評価

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

施設や事業の周知に積極的に取り組んでいるか

利用者への対応

利用者に対するサービスが適切にされているか

5

事業実施に当たり学校、行政及び地域等と連携しているか

利用者ニーズを把握し、事業運営に反映させているか

（評価の理由）広報については、こぶんたより、HPなどのほか、末長こども文化センターでは、地域の方々に運営に一層の理解を深めていただくことを目的に、町会長や
運営委員、地域住民を対象に、事業報告会を行い、周知に積極的に取り組んでいる。特別な配慮を要する利用者への対応については、支援児童記録ノートを作成し
て、児童の状況を把握し、スタッフ間で情報共有が図られている。橘小学校わくわくプラザでは支援児童の登録者が18名という状況の中、スタッフが協力して適切に対
応が行われている。事業実施においても、行政や地域と連携し、小学校とは定期的に連絡会を設け、児童の情報共有や災害・緊急時の対応等を確認しており、「ともだ
ち倍増計画ドッジボール大会」では、橘中学校の中学生ボランティア協力者数が倍増し、小学生と中学生の交流試合も新たに行うなど、交流内容を工夫し、学校との連
携の強化を図っている。さらに、こども文化センター・老人いこいの家連携モデル事業として、子母口老人いこいの家と連携し、こども文化センターまつりを実施したほ
か、高津区役所こども支援室と連携し、高津１DAYカフェやマルイファミリー共同事業を実施するなど、地域の特性を生かした特色のある事業を行っている。事業毎のア
ンケートや、意見箱の設置により積極的に利用者の意見を吸い上げる仕組みを整備し、事業・運営へ十分に反映させており、末長こども文化センターでは、図書室にお
すすめ図書コーナーを作り、図書に関する新聞記事や、購入のリクエストがあった本の表紙を掲示する取り組みを行い、図書の貸出の登録者が平成27年度は7８名増
加した。

4 4
特別な配慮を要する利用者への対応が適切にされているか

こども文化センター運営協議会を実施しているか

わくわくプラザ保護者懇談会を実施しているか

組
織
管
理
体
制

適正な人員配置

川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例第54条の規定に従い職員を配置しているか

10 3

（評価の理由）適正な人員配置については、こども文化センター及びわくわくプラザにおいて、適正に職員が配置され、利用児童数や特別な配慮を必要とする児童など
の状況に応じて、適時、職員を加配しており、円滑な事業運営が行われた。研修体制については、法人全体の１０年以上にわたる青少年分野における人材育成のノウ
ハウを活かし、全市・グループ・館ごと、または、職位ごと、分野ごとの研修など、体系的・計画的な研修が行われていた。特に、子母口こども文化センターでは、新た
に、川崎市で中心となって活躍している小学校長を講師として、子どもとかかわる力を育むためのエンカウンター・エクササイズ研修を行った。個人情報等の取扱につい
ては、日誌や行事の名簿及び入館表等は鍵のかかる場所に保管し漏えいのないように管理している。。

6
こども文化センター及びわくわくプラザの施設管理と事業運営のために、指定管理
仕様書において定める職員配置の最低基準どおりに人員を配置しているか

川崎市公契約条例を遵守しているか

職員のスキルアップに必要な研修を実施したか（外部研修の受講を含む）

個人情報保護に関する規定や体制を整備し、適正に取り組んでいるか

防犯対策
及び

災害時の対応

施設の防犯のための工夫をしているか

5 4

利用者の安全確
保

利用者の安全を確保する体制（マニュアル等）を整備しているか

5

　指定管理以前から委託事業者としてこども文化センター及びわくわくプラザの管理運営に携わっていた経験を生かし、５３施設の指定管理者として、法人本部
を中心に、全市規模、区規模の合同行事や職員研修、偏りのないサービスの提供が行えており、グループとしては、３館合同の「ドッジボール大会」を開催する
など、地域の要望を生かしたグループ合同行事や事業を展開できている。
　また、事業の運営の改善・向上と均質化を目的として、第三者評価を模した内部評価を実施しており、自己評価を実施したのち、他施設の運営方法と比較す
ることで、運営を見直す契機となり、掲示物の工夫や入館表、集会室の予約方法等、施設運営に活かされており、事業運営において質の向上につながってい
る。

　引き続き、こども文化センターの利用者が利用しやすい環境の整備に努め、児童が安全で安心して過ごせるわくわくプラザの運営に努めること。

4災害発生時に備え、マニュアル等を整備しているか

災害発生時に確実な対応・行動を取るための取組をしているか

（評価の理由）　備品管理について、備品台帳を基に管理するだけでなく、備品の配置図を作成しており、どこに何があるのか一目でわかるように工夫されている。利用
者の安全確保のため、マニュアルを整備し、事故等が発生した場合に適切な対応をしているほか、館長会議、スタッフ会議等で事故の事例を分析し検討することによ
り、未然に事故を防ぎ、平成26年は26件であった事故件数が、平成27年は13件となり、事故の減少につながっている。災害マニュアルを整備し、消防・避難訓練を実施
したほか、災害発生時に確実な対応・行動を取るための取組として、事業者自ら発案し、高津区の協力を得て、災害時に通信手段が断たれた場合を想定し、各こども
文化センターを回って高津区こども支援室までのルートを検討し、徒歩による情報伝達訓練を実施していた。また、災害発生時に備えたマニュアル等の整備として、平
成27年度、新たに「災害伝言ダイヤル１７１活用のためマニュアル」を作成し、実際に災害伝言ダイヤルを使用した訓練を実施している。

評価点合計 70 評価ランク B

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障を来たすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備、備品管理等を適切に実施し
ているか

4 4事故等が発生した場合に適切な対応をしているか

感染症予防対策や発生時において、適切な対応をしているか


